
 

 

 

 

 

 コロナ禍が続き、感染症に対する心配と対応に追われた令和３年度もまもなく修了式と卒業式を迎えま

す。感染症対策のため、教育計画や実施方法を変更せざるを得ないことも多く、保護者の皆様の期待に添

えなかった部分もあったと思います。それでも、どの学年の児童もこの一年間で確かに成長していることを

実感しています。皆様の一年間の御理解と御協力に心より感謝申し上げます。 

 

 さて、保護者の皆さんは、どんな面でお子さんのこの一年の成長を感じていらっしゃいますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

パナソニックの創始者である松下幸之助さんは、一年一年のフシを作るのには、おめでたさの中にも、意

義深さと、心があらたまる雰囲気のあるお正月がもっともよい機会だと言いました。 

学校においては、学年のしめくくりである年度末がもっともよい機会なのかもしれません。今週末、子供た

ちは自分自身の一年間の学びの振り返りを記述した「キャリアパスポート」を持ち帰ります。 

「この一年で、一番がんばったことはなぁに？」 

「今年（小学校６年間で）、自分で成長したなと思っていることはどんなこと？」 

「これからの目標や夢について、今年何か考えたことはある？」 

「次の学年では、どんな自分になりたいと思ってるの？」 

そんな質問をしながら、おうちの人がお子さんといっしょに話をすることで、子供は自分と 

向き合い、自分の成長をあらためて実感したり、課題や目標に気づいたりするはずです。 

そのことを通して、子供自身の中に確かなフシが作られていくのだと思います。 

お子さんと話をするときには、子供の話を最後まで遮らず、じっくり聞いていただきたいと思います。子供

が考えをまとめる前に、あるいは子供が自分の伝えたいことを話し終える前に、聞いている周囲の大人が自

分の思いや考えを伝えてしまうと、子供は話すことをやめてしまいます。また、子供の言っていることを頭ごな

しに否定してしまうことも、深く考えたり、自分の思いや考えを人に伝えたりすることを拒否しがちな子供にし

てしまいます。お子さんが一年間を振り返って話すのを聞きながら、「なるほど。」「いいね。」「すごいね。」

「そうなんだ。」などの肯定的な返しをしてあげると、お子さんはもっと話をしてくれるようになるでしょう。 

お子さんの思いをしっかり聞いた後で、保護者が感じたお子さんのよさを直接伝えてあげてください。 

しなやかさと強さを兼ね備えた竹のように、確かなフシが子供たちに形作られていくよう学校でも１年間

の締めくくりをきちんとさせたいと考えております。 
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令和３年度を振り返って・・・ 

①  コロナ禍の中でも子供たちは大きく成長しました。 

 

 

竹に節がなければ、ズンベラボーでとりとめがなくて 

風雪に耐えるあの強さも生まれてこないであろう。 

竹にはやはりフシがいるのである。 

同様に、流れる歳月にもやはりフシがいる。 

ともすれば、とりとめもなく過ぎていきがちな日々である。 

せめて年に一回はフシを作って、 

身辺を整理し、長い人生に耐える力を養いたい。 



 

前年度に配備された ICT 端末の活用が、この一年でかなり進みました。多くの授業で、子供たちがタブ

レットを活用し、学びを深めています。タブレットを使うことで、自分の考えを整理したり、友だちと意見共有し

たりすることが、効率的効果的にできるようになりました。自分の調べたことや考えをタブレット上でまとめて

いる子供、分かりやすくプレゼンテーションしている子供、録画した自分の運動する姿や英語で話す姿を見

ながら、改善に役立てている子供の姿が、校内のあちこちで自然に見られるようになりました。  

一方、タブレットの活用を促進している中で、懸念されていることもあります。子供たちの身体的な負担、

書く機会の減少に対する不安などです。学校としても、タブレット活用のよさだけでなく、マイナスと心配され

る面にもしっかりと目を向け、今後もよりよい活用方法を探っていきます。 

１２月に実施した保護者アンケートでは、子供たちがタブレットを用いた家庭学習に意欲的に取り組んで

いる様子が分かりました。これを学力の向上につなげていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 令和４年度は、５つのステージで教育活動を展開します！ 

教育の質のさらなる向上を目指してステージ制を導入します。これまで１年間を 3 つの学期、各月で

区分し、目標を立て評価を行いながら教育活動を展開してきました。 

   来年度からは、次のような 5 つのステージを設け、ステージごとの目標を学校全体で共有し、「計画

→実行→評価→改善」のサイクルを回していきます。   

＜時期＞ ４・５月 ６・７月 ８・９・１０月 １１・１２月 １・２・３月 

＜ステージの名称＞ であい つながり きょうりょく ちょうせん かんしゃ 

② 令和 4年度から本校では漢字検定は実施しません。 

これまで袋井市の施策として３～５年生の児童を対象に袋井市の負担で年１回漢字検定を実施して

いましたが、各学校での実施は令和３年度で終了します。周南中学校では、令和４年度も２学期に希望

者を対象に休日に実施する予定ですので、おって御案内します。 

③ PTA総会は紙上開催とします。 

新型コロナウイルスの感染拡大が続き、収束の見通しも立たない状況です。令和4年度のPTA総会

につきましても、今年度同様、紙上開催とさせていただきます。 

④ タブレットを用いた予定配信を継続します。 

   令和４年度もタブレットで予定を配信します。端末の持ち帰りが開始されるまでは、紙で確認しますの

で、予定帳の購入は必要ありません。心配なことや分からないことは、新年度に担任に御相談ください。 

② 令和３年度は ICT 教育が大きく前進しました！ 

□「当てはまる」  □どちらかと言えば「当てはまる」  □どちらかと言えば「当てはまらない」  □「当てはまらない」 

令和４年度の教育計画に関するお知らせ 

子供は家庭学習に 
主体的に取り組んでいる 

子供は家庭でタブレットを用いて 
意欲的に家庭学習に取り組んでいる 


